
オニユリ群生地 
白山市八田町の「おにゆりの里」では地元の人たちの手入れにより１万本以上のオニユリが群
生しています。駐車場やトイレ、遊歩道が整備され、斜面一面にオニユリの群生地を見ることが
できます。オニユリの見頃は７月下旬から８月上旬です。しおさいロード歩道橋をわたり、しば
らく進むとオニユリをご覧になることができます。      

石石川川海海岸岸でで見見らられれるる植植物物 

現在地  

オニユリ群生地オニユリ群生地 

自生地： 
グアム東部、中国、朝鮮半島、日本に自生する。日本には北海道から九州
の平地から低地で普通に見られ一説には中国からの渡来種と言われる。 

特 徴： 
草丈は 1～2m程となる大型のユリ。葉は互生し、小さめの披針形で先端は
ゆるく尖る。茎は紫褐色で細かい斑点がある。花季は 7月から 8月で、花弁は
オレンジ色、濃褐色で暗紫色の斑点を生じる。花弁は強く反り返る。種子は
作らないが、葉の付け根に暗紫色のムカゴを作る。鱗茎はヤマユリと同様、
食用となる。 花言葉は「賢者」「愉快」「華麗」「陽気」など 。 
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